
〔2〕

龍 馬 と ま ち づ く り

   今回は、 平成２１年１１月１５日、 十字街電

停の目の前にオープンした 「北海道坂本龍馬記

念館」 の三輪館長に、 龍馬への思いや函館と

のつながりについてお聞きしました。

丸藤：　１１月１５日、ついに坂本龍馬記念 

　館がオープンしましたね。

三輪：　オープン前の一カ月は、怒涛のよう

　でした。最近やっと落ち着いてきまして、  

　お客様とのコミュニケーションなども図っ

　ていけるゆとりが生まれてきました。

　実は、龍馬は誕生日と命日が同じ１１月１

　５日なんです。龍馬ファンにとって特別な

　日に、九代目当主の坂本登さんと共にオー

　プンできたことは、本当に嬉しく思ってい

　ます。

丸藤：　記念館の中味を教えてください。

三輪：　展示場の右半分は、龍馬とその時代

　を生きた志士たち、幕末維新についての史

　料や解説などが並んでいます。中央に龍馬

　の等身大の肖像写真が置いてあります。左

　側は、北海道開拓とそれに関わった坂本家

　のご子孫の足跡について展示しています。

　因みに、龍馬は１７２センチで当時として

　は大きかったんですよ。

丸藤：　ぜひ見てもらいたいものがあると聞

　いています。

三輪：　目玉となるのは、なんといっても龍

　馬の直筆書簡で、二通あります。ひとつは、

　姉の乙女に、もうひとつは姪っ子の春猪に

　宛てたものです。それから、龍馬が下関で

　使用していた亀山焼の湯呑茶碗。マイカッ

　プですね（笑）。それで酒を飲んでいました。

　さらに、龍馬が持っていたという短刀も展

　示しています。

丸藤：　よく手に入りましたね。

三輪：　皆さんの協力なしには集まりません

　でした。ほとんどの展示品が、寄贈か寄託

　の品でして、特にマイカップは白石正一郎

　という勤皇の志士をバックアップしていた

　豪商がいたのですが、その方のご子孫から

　寄贈していただきました。会員さんや協力

　者の方が寄贈してくれたり、中には、見つ

　けて自分で購入して寄贈してくださったり

　と、建物も資料も龍馬への熱い思いを持っ

　た方々の結晶でできています。

丸藤：　よく聞かれる質問かとは思いますが、

　なぜ函館に坂本龍馬記念館をつくりたいと

　思ったのですか？
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三輪：　まず北海道には、坂本龍馬のその後

  があるのです。龍馬にとって蝦夷地開拓は

  夢でした。新天地として北海道の開拓を構

  想し、手紙にも綴っています。はっきりし

  ているだけでも３回トライしています。亀

  山社中や海援隊といった組織を使い、貿易

  や国防の拠点にしようと考えていました。

　残念ながら龍馬自身はその夢が叶いません

　でしたが、その後、坂本家のご子孫の方々

　が志を継いで北海道に渡ってきています。

　今もご本家は札幌です。

丸藤：　函館とのつながりもあるのですか？

三輪：　龍馬の後継者としては一番つながり

　の深かった坂本直という甥っ子が、龍馬が

　亡くなった翌年（慶応４年）、今復元してい

　る五稜郭の函館奉行所が新政府の役所に代

　わった際に赴任しています。いち早く遺志

　を継ぐためです。つまり、函館は後継者第

　一歩の地と言えます。さらに、なんといって

　も幕末維新といえば函館です。道内でこれだ

　けの土壌がある場所は他にはありません。

丸藤：　三輪さん自身は函館につながりはあっ

　たのですか？

三輪：　まったくありませんでした。記念館

　のために来てしまいました。（笑）

丸藤：　そこまで龍馬に魅かれてしまったきっ

　かけは？

三輪：　２０代後半に司馬遼太郎の『竜馬が

　ゆく』を読んだことです。８冊ほどあるの

　ですが、一日１冊づつ、その頃商店の仕事

　をしていたのですがお客さんそっちのけで

　読んでしまいまして、それで人生が変わり

　ました。まさに開眼したという感じ。それ

　までは歴史は大嫌いだったのですが、天か

　ら龍馬が降りてきたんです。（笑）

丸藤：　衝撃的だった？

三輪：　はい。一番大きかったのは、龍馬が

　新天地として北海道を目指していたと知っ

　たことです。これは多くの人に伝えたい。

　志を継ぎたいという衝動にかられました。

丸藤：　それで館長にまでなってしまった。

三輪：　結果としてこういう役をいただいて

　本当に光栄です。名物館長を目指し、普段
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  も龍馬の恰好をしています。

丸藤：　良くお似合いですよ。それに、三輪さ

　ん自身、龍馬っぽい生き方ですね。

三輪：　そういっていただけると有頂天になっ

　てしまいます。（笑）

丸藤：　平成２２年は大河ドラマでも坂本龍馬

　が取り上げられるなど、今、とても注目され

　ていますね。

三輪：　幕末と現在には共通していることがあ

　ると思います。先行きが不透明で、人々は強

　力なリーダシップをしてくれる人を求めてい

　る。そのような中、平和的に革命を成し遂げ

　た龍馬への憧れがあるのだと思います。それ

　に、英雄でありながら親近感もあります。家

　族や奥さんにも優しかったですし。

丸藤：　記念館もドラマも本も、多くの方に見

　てもらいたいですね。

三輪：　龍馬の志と行動力というのは、私利私

　欲ではなく世のため人のため、という精神を

　感じていただけると元気になれるし、自分の

　心が磨かれるような気がします。そういった

　きっかけが記念館の中にはあると思います。

　それぞれ個々の龍馬像に違いがあるとは思

　いますが、ぜひ足を運んで龍馬の志を感じ

　とっていただければと思います。

丸藤：　記念館を見て、よし自分も龍馬の記念

　館をつくるぞ！という人が出てくるかもしれ

　ません。

三輪：　そういう型破りな人が現れて欲しいで

　すし、若者が力を発揮できるような仕掛けを

　どんどんつくっていきたいですね。
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